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1．研究概要

　野外運動のうち，とくにスノースポーツ（スキー・スノーボード）に着目し，①事故防止の

ための「安全管理」のあり方，②長期的な視点に立った「アスリート育成」のあり方，につい

て研究を進めている．

　コロナ禍によって減少したスキー場来場者数であるが，22/23シーズンからは回復の兆しがみ

られるようになった．これと連動して，外国人が関係する事故の増加が予想される．また，依
然として高齢者が関係する事故が後を絶っていない．外国人や高齢者に特有の問題を把握しつ

つ，すべてのスキーヤー・スノーボーダーがルールやマナーを守って安全にスノースポーツを

楽しむことができる環境を整えていくことが必要である．そこで，本研究班では，「FIS10ルー

ル」や「スノースポーツ安全基準」といったスキー場ルールのさらなる普及に向け，そのため

の効果的な安全教育・安全啓発のあり方について研究することを目的とする．

　また，スキークラブチームの運営とアスリート育成に関する海外の先進的な事例を調査し，

国内クラブチームの改善に向けて提言することを目的とする．

2．研究活動報告

研究課題：スノースポーツの安全管理・安全教育に関する研究

成　　果：布目靖則，高村直成が，全日本スキー連盟編「日本スキー教程」に寄稿した．

布目靖則，渡邊仁が，全日本スキー連盟編「日本スキー教程�安全編」に寄稿した．

�高村直成が，全日本スキー連盟編「日本スノーボード教程」に寄稿した．

�上記 3 編は，国内スノースポーツを統括する全日本スキー連盟（SAJ）が，実に 8

～10年ぶりに内容を刷新したオフィシャルブックであり，国内スノースポーツ界へ

の影響力が最も高い指導技術書である．複数の本研究員による継続的な研究活動の

成果が認められたことは大きな成果といえる．また，布目靖則による安全教材『ス

ノースポーツ安全講座』を増刷し，スノースポーツ安全教育の充実・拡充に向けた

検証も継続している．



研究課題：�スノースポーツ　ニュージーランドにおけるAlpine Athlete Development Strategy 

の運用実態とLTAD

成　　果：�上記計画に関する国外出張については，諸般の事情により見送りとなった．

研究課題：スノースポーツの生理学的評価に関する研究

成　　果：�サーカディアンリズムの変数として，体温変動・乳酸値も測定した．十分なサンプ

ルが確保できていない点が今後の課題である．




